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Abstract

’
This 　thifd 　report 　deSicriVeS　the 　effect 　of 　overlap 　of 　crankpin 　and 　journal　on 　the 　bending 　strength

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哩
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．

　　THe　results

’
are 誌 fdl16ws：

　て1 ） The 　
1
翫ress 　concentration 　factor　in　bending 　is　maximum 　at 　about ε＝O　and 　decreases　as 　iSI

ihcfeAses，　 tt車ere　S　is　the 　amount 　 of 　the 　overlap 　of 　crankpin 　and 　journa1・

　（2）　In　torsion，　 the　 maximum 　 shearing 　stress 　in　the　crankpin 負11et　occurs 　in　the　plane 　about

50°to　the 　plane　 of 　the 　 crankthrow ．

　（3 ）　T 晦estress 　concentration 　factor　in　torsion 　is　much 　smal 象er 　than 　that 　i臓 bending ．

　（4） Web 　dimensions 　have 　greater　e飽 ct　 o且 stress 　 concentration 　factor　in　 case 　 of 　bending 　than

in　torsion ，　 but 飢 1et　 radius 　 has　 approximately 　 same 　 e丘ect 　both　in　bending 　 and 　 in　torsion ．

1．　 緒 言

　本報告に お い て は，第 1報 Cl）
， 第 2報 c2）leひ ぎつ づ ぎ

一
体型 ク ラ ン ク 軸 の 静的曲げ強度を検討す る と と もに ，

ね じ り強度に つ い て も実験研究 を行つ た。

　 ク ラ ン ク軸 ス ミ肉部の 応力集中に 影響を与える 要素 と し て，ク ラ ソ ク 腕 の 寸法，ス ミ 肉の 形状 お よび ピ ン とジ

ャーナ ル とめ overlap 等 が 考えられ る が ， 曲げに つ い て の 腕 の 寸法 お よび ス ミ 肉の 形状 の 影響に つ い て は 第 1

報 お よび第 2 報で 明らか に された 。 よつ て，本報告に お い て は 腕 お よ び そ の 他の 寸法を一定に し て ， ピ ソ と ジ ャ

ーナ ル と の overlap の 量の み が 異なる い くつ か の 1 ス ロ ーク ラ ン ク 軸 に つ い て従来 と 同 様 な 静荷電実験を行い ，

overlap が ス ミ肉 の 応力集中に 与え る影響 に つ い て 検討 を 加えた 。

　また ， ク ラ ン ク 軸 に お い て は ね じりに 対す る強度も重要な問題 で あ る の で ，数本の ク ラ ン ク 軸に つ い て ね じ り・

実験を行 い ，主 と し て 腕 の 寸法 が ね じ り強度に お よ ぼ す影響を 調 査 し た。

2． クラ ンクビ ン と ジ ャ
ーナル との overlap の影響

　ク ラ ン ク 軸 の 腕 お よ びそ の 他 の 寸法が一
定で あつ て も，ク ラ ン ク ビ ン とジ ヤーナ ル との overlap の 量 （S） が

異なれ ば ス ミ肉の 応力集中 の 様子 は 当然違 つ て くる。第 1 報 お よび第 2 報に お い て は overlap の 量 は で 定 と し で

ク ラ ン ク 腕の 寸法 の 影響を検討して ぎた の で ，本実験で は 腕 の 寸法を 一
定 に し て overlap の 量を種 々 変 えて 実映

を行つ た 。 使用 し た ク ラ ン ク 軸 の 各部 の 寸法を ク ラ ン ク軸径 （の との 比で 示 す と次 の 通 りで ある 6嘘

　　腕 の 厚 さ tt ／d　 ・O・　45

　　腕 の 幅 ： btd＝ 2．04

　　ス ミ 肉半径 ； R ／d　＝O．097

　　ク ラ ン ク 支持距離 ： L ／d＝2，9

　ひず み 測定に は従来と同様， 標点距離 9mm の抵抗線ひずみ 計を使用 した 。

　 原稿 受 付 　昭 和 34 年 1 月 10 日

＊　日本海 事協会技衛研究所
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第 1 図 overlap の 影響

　第 1報， 第2 報と同様 ， ク ラ ソ ク ピ ン ス

ミ 肉部 の 応力 と ピ ン 中央部 の 応力 との比 k

を応力集中係数と定義し ， 曲げ荷重試験 と

腕開閉試験に お ける k と overlap の 量 S

（S ＝ d− r
，

r は ク ラ ン ク 半径） との 関係を

求め る と第 1図に 示す よ うに なる 。 こ の 場

合 Sが正 で あ る とい うこ とは ピ ン とジ ヤ ー

ナ ル と が重な つ て い る こ とで あ り， 負 で あ

る と い うこ と は離れ てい る 場合の こ とで あ

る 。 第 1 図｝こ よれ ば，曲げ荷重試験の 場合

も腕開閉試験 の 場合も everlap の 量 Sld

が 0の 附近 で 応力集中係数 k は 最大 と な

ウ，
Sld が正負いずれ に して も これ よ り大

き くな るに した が つ て 応力集中係数 は 小 さ

くな る 。 これ は Sμ＞0 の 場合 に は ，
over ・

lap の 量 が 大 きくなるに つ れ て ピ ン か ら

ジ ヤ ーナ ル え の 応力 の 流れ の 曲が りが 少 な

くな るた め応力の 集中が 緩か に な るか ら と

考えられ ，

一
方 ， Sld＜o の 場合に は ク ラ

ン ク腕 の 弾性が 増大す る か らス ミ肉部 の 応

力集中が 緩和 され るた め と考 え られ る 。

　曲げ荷重試験 と腕開閉試験 とで は 曲線 の

形状が若干異な る結果を得て い る が ， 荷重

方法 の 違 い に よ る もの で ，
k が 最大 とな る

位置 もややずれ て い る 。

　な お，第 1 図 と同様 な実験結果 は G．Stah1

氏 に よ つ て も報告され て い る （S）。

3．　 ね　 じ　 り　 実　験

　 3・t 巽験装置及び 方法

　 実験に 使用 した ク ラ ン ク 軸は 曲げ試験に 用 い た と同様な 1 ス ロ
ー一

体型 の もの 5 種類で ，第 1 表に そ の 寸法 を

：
示 す。す なわ ち，No ．5−T ク ラ ン ク の 他は す べ て ク ラ ン ク ビ ン 直径 は 155　mm で ，　 No．1−T と No．・2−T ク ラ

or ク は ク ラン ク腕の 幅の み が 異な り，　No ．2−T
，　No ．3−T お よ び No．4−T ク ラ ン ク は腕 の 厚さの み が 異 な る。

　負荷方法は第2 図に 示す よ うに ， ク ラ ン ク 軸両端に 長 さ 21 の 腕を ク ラ ン ク 腕に 対 し て 直角方法 に 水平 に と り

っ け ， そ の
一

端 B ，Bt を 支え，他端 A ，A ’

に loading　 bar　 LLt を介 し て Wl2 な る 荷重を 加 え る こ と に よ り

．ク ラ ン ク 軸に ね じ りモ
ー

メ ン ト Mt ＝ M ・1 を与えた 。 こ の よ うに すれ ば ク ラ ン ク 軸に は純粋な ね じ りモ ーメ ン

トを 与え る こ とが で きる 。 第 3 図 の 穿真 は 実験 の 状況を示 し ，荷重 の 大 きさ は ル ープ ダ イ ナ モ メ ーターで読む よ

うに した 。

　 上 記の よ うに し て ク ラ ン ク 軸 に ね じ りモ ー　 　　　　　　　　 第 1 表 　 供 試 軸 の 寸 法

メ ン トを加える と腕 に は 曲げ モ ーメ ン トが 発

生 し ， 応力状態は 非常に 複雑 に な り主応力方

向を予測する こ とが困難で あ る の で ， 3 方向

の ひ ずみ を実測 し て それか ら主応力の 大 きさ

お よ び方向を算出し た 。 使用 した ひ ず み計 は

’
電気抵抗線ひ ずみ 計 （3軸格子型，標点距離

§9mm ，抵抗 120 オ ー・ム ） で あ る 。

幽 z・
亀」移 　z植 与 r 宦890mm ‘ワヲンワ半径 ，
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第 2 図 ね じ り負荷方法

　 3・2 実験結県

　応力 測定bW ラ ン ク ピ ン お よび ジ ヤ冖ナ ル の ス ミ肉部な ら びに 平行

都 お よ び ク ラ ン ク腕側面に つ い て行つ た 。
ス ミ肉部 に つ い て は ク ラy

ク軸中心面上 の 点 （第 15 図に お い て θ＝ Orの 点） と，軸心を含み そ

才t と 45 °

を な す平面上 の 点 （θ＝ ± ul°

） に つ い て 測定を行つ た 。 それ

は 後述の ご とく，
ス ミ 肉部 に お い て は最大 せ ん断応力が こ の 位置の 附

近 で 最大 と なる か らで あ る 。 な お，No．5−T ク ラ ン ク の ス ミ肉 部に つ

・い て の み詳細 な測定を 行い ，応力分布状態を検討 した 。

第 3図

　第 4図ない し第 11 図は 各 ク ラ ン ク 軸の ク ヲン ク ピン お よび ジ ヤーナ ル ス ミ肉部に おける主応力の 大きさお よ

びその 方向の 実測結果を示したもの で ，い ずれ もク ラ ン ク ビ ン が上 死点に ある 場合 の 位置 を 示 す。ま た，ク ラ ン

甜

‘ビン側 冫

（シ 
一
ナ［レ楫躍）

5．9

第 4 図　ス ミ 肉郁 応力分布 （No ．　1−T ク ラ ン ク，　 R ＝ 20）

繭
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〔ジャ
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第 5 図　ス ミ 肉 部 応 力分布 （No ．1−T ク ラ ン ク ，
　 R 昌15、
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第 6 図　ス ミ肉 部 応 力 分 布 （No ．2−T ク ラ ン ク ，
　 R ≡20）
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‘ピ ンイ則 ） M 奮・24  
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（ジ々
一ナ旦レイ即D
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第 7 図　ス ミ肉 部 応 力分 布 （No ．2−T ク ラ ン ク ，
　 R ＝15）

粥

1ヒ
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ン イ則 ， M 曾昌24

一5β

5β 一56

（ゾヤ
ー
ナルMll）

弱

　　　　　　　　　　　　第 8 図　ス ミ肉部 応 力 分 布 （No．3−T ク ラ ン ク iR
＝＝15）

ク ピン お よび ジ ヤ ー
ナ ル 平行部の 実測値を第 2 表 m ま と め て 示 した。丸軸が ね じ りモ ーメ ン F の み を受け る 場 合

最大 お よ び最小主応力は 軸方向と 45°

を なす方向に あ り，その 大きさ の 絶対値は等し く τ”
＝ 16　Mtl π dS で 与え

N 工工
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弱
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聰
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第 9 図　ス ミ 肉 部応力分布 （No ．3−T ク ヲ ン ク

，
　 R ＝10）

。6」

（匕
’

ン側 ，

824 瞳 一
兩

42

（ジャ
ー
ナレ御D

第 10 図　ス ミ肉 部 応 力 分 布 （No ．4−T ク ラ ン ク
，
　R 　＝ 10）

』
調

　　　　　　　　　　　　第 11 図 ス ミ 肉 部応力分布 （N ・．5−T ク ラ 〃 ，
R ＝15）

られ る 。 しか る に，ク ラ ン ク 軸 の 場 合 に は 軸両端に 加え られ た ね じ りモ ーメ ン トは そ の ま ま ク ラン ク腕 の 曲げ モ

ーメ ン トと し て 作用する の で ， ク ラ ン ク ピ ン お よび ジ ヤ・一ナ ル の ス ミ肉部に は ね じ りと 曲げが重な り合つ た 状態

で作用する。 この た め 2 つ の 主応力の 絶対値は 等 し くなく
’
，
．
そ の 方向も軸方 向に 対し て 45°とは なら淫い 。 こ の

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　　　　　　　　 第2 表　ク ラ ン ク 軸平 行部 の 応力　　　　　　　　　 傾 向は軸径に 対 して ク ラン ク腕 の 寸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 法 が 小さい もの ほ どい ち じ る しい o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しか しなが ら ， ク ラ ン ク ピ ン お よ び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ジ ヤ ー
ナ ル 平行部に お い て は 第 2 表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に 示 す よ うに 純粋な ね じ りに 近い 状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 態が現出 し て い る こ と が わ か る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最大お よび最小主 応力を・r1．a2 とす

曲 。 、。、撚 圃 榊 峰 ，、褌 、，・・砌 柳 禰 禰 れ ・・最大せ ・ 断応力は ・一
一 去（・ ・

− e2 ）で 与えられ るが
，

ス ミ肉部に お い て 7   が最大 と な る位置は ク ラ ン ク 軸中心面上 で は ない 。

一
例 と し て ，

No．5−T ク ラン クの ピン ス ミ肉部の 最大せ ん断応力の 分布を示すと第 12 図 の よ うに なる。すなわ ち ， 応 力測定

点 と ク ラン ク 軸中心 面 と の なす角を θ と すれ ぱ，θ が 土 50°の 附近に お い て τrmx は 最大 と な る 。 そ こ で 曲げ

荷重試験 の 場合 と 同様 ， ク ラン ク ピン ス ミ肉部 の 最大 せ ん 断応力 fm ・x と 公称最大せ ん 断応力 （公称応力 と実測

応力はほ とん ど一致して い るか ら ， こ こ で は 公称応力 rn を とる）との 比 を ね じ りに お ける せ ん断応力集 中係数

k， と呼 ぶ こ と に し，θ＝土 45°

の 位置 で 7m 脳 が最大 と な る と仮定すれば，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7mS −

　　　　　　　　　　　　　　　 kt＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （θ＝ 土45°

に お い て）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7n

と定義する こ と が で きる 。 また ， 従来 の 習　　　　　　第 3 表　最大 せ ん 断応力 及 び 応力 集 中 係 数

慣 と して ピ ン 下側の ス ミ肉部 の 値を用 い て

　 　 　 　 　 　 7mu
　　　　ht’・＝　　　　　　　　　 （θ＝0°

に お い て ）
　 　 　 　 　 　 　 9「

煽

と 置き， kt と k‘
’

の 実測値 を 第 3表に 示

し た 。

　せ ん断応力集中係数も曲げ試験の 場合 と

同様 ク ラ ン ク腕 の 寸法お よび ス ミ 肉半径 の

函数 とみ る こ とが で き る カ；，第 3 衷 か らわ

か る よ 5に その 大きさは 曲げ荷重 の 場合に

比してかな り小さく， 標準寸法 よ りも極端

に 腕 の 寸法を小さ くし た No．4−T ク ラ ン ク 　　 囲 て轍 ．實 潤 殖 ．　   ．］6Mvmd
・

の 場合もせ い ぜ い そ の 大 きさは 1．7 で ， 曲　　　　 臣 詣 ‘・てnt ／て鷲

ピ γ ム 側 ビ ン 下 側 ヅヤ
ー

ナ 置レ〃 ラン〃

灣 　 訓

隔
‘幅 P 胃の 6r62 α σ1 σ碧 α σ162 α

NO．1− T24559 一301450524 塵飆 450 乙40 一5』845 ・

NQ2 陶丁 24 乙50 一aIO44 ．
訟20 一黼 　 450 五55 ・弓2745 ●

旧 3一τ 245 α 一aOl45 ・ 521 一乙4鴎 4603 ．21 腎320 ．44 ρ
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薬 12 図 ．ク ラ ン ク ビ ン ス ミ 肉部 の 最太 せ ん 断応力分賄 （No ．5−T ク ラ ン ク ，　 Mt＝＝3．6ton−m ）
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酵荷重 の 場合よ りもは る か に 小さい 。こ の こ とは ク ラy ク 軸 の 折損事故の 大部分が ス ミ肉部か ら曲
’
げに よつ て起

る とい う経験的事実 と
一一・ntする 。 なお ， ひずみ測定に は標点距離 9mm の ゲージ を用い た の で ， 実際 に は 応力

集中係数の 値は第 3表の 値よ りも若
：F大 きくなる と思わ れ る が ， 曲げ試験の結果か ら推し て その 増加割合 は せ い

ぜ い 10％ 程度 と予 想 され る 。

　 次 に ， せ ん断応力集中係数 kt に お よ ぼ す ク ラン ク 腕 の 寸法 の 影響を 検討し て み よ う。 まず腕の幅 （の に 関し

て は ，
b の 35％ の 減少 に 対 し て kt は 約 10％ 増加する

「
。 こ れ は 曲げ荷重 に 対する応力集中係数 の 増加割合よ

り もやや少ない 。 （曲げ の 場合，同 じ幅 の 減少率に 対 して k の 増加は 約 15％ で ある。第 2報参照）次に ，幅 を

一
定に し て 腕 の 厚さ （t） を滅 じた場合の ke の 変化は ご くわずか で ， 通常用い られ る ク ラソ ク腕寸法の範囲内

に お い て は kt の 殖は
一
定 と み て よ い 。第 2 報 で 述べ た よ 5に ，曲げ応力集中係数に与える ク ラ ン ク 腕 の 寸法 の

影響は幅よ りも厚さの 方が大きく， 上述 の ね じ りの 場合 と 異な るが ， こ の こ とは曲げ荷重 と ね じ り荷重 に 対す る

腕の 断面係数が それぞれ b・t2，　b2・t に 比例する こ とを考えれば当然 で ある。

・ ・肉半径・せ ・断応・集中聯 ・ … す嬲 紬 げ黼 ・ ・合 ・同様・ ・ ち じ る し ・・
　 klec（蹴

5

程

’
度の 影響が み られ る。なお，こ の 結果を段付き丸軸 の 場合  と比較する と第 13 図 の よ 5に な る 。

　 以上 は ク ラ ン ク ピ ン ス ミ 肉部 に お け る応力集中に つ い て 検討 した が ， ジ ヤ ー
ナ ル ス ミ肉部 に お け る 応力集中係

数に つ い て もピン ス ミ 肉部の それ とほ と ん ど同じで ，上 に述べ た と同様 な結果を得 た 。

　 つ ぎに ， 第 14 図に No．3−T ク ラン ク の 腕側面 の 曲げ応力分布を 示 す。これ に よ る と 引張 り側 と圧縮側 とは ま

つ た く対称的に 分布 し，絶対値 の 大 きさ も等し く，腕の 中央部附近たて 最 大 とな る。各 ク ラ ン ク に つ い て 腕側面中

央部 の 実測応力を第 4 表に 示す 。 腕 の ピ V 側（内側）とジ ヤ ーナ ル 側 （外側）と で そ の 大きさが 少し異 な る の は ， 腕

の 変形に よ つ て わず か で は あ る が ク ラ ン ク 軸方向に 曲げモ ーメ ン トが 生ずる た め と思わ れ る 。 これ らの 平均値を

2 つ て ク ラ ン ク 軸垂直面内の 曲げ応力 と 考 え る と
， 腕 の 寸法が 小 さい 場合に は 単純 は りの 理 論値  

361 矯炉 ・t

　　SO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に 近 い 値を示 し て い る 。

二28
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第 13 図

Ol2 　　 e．」6　　 02e 　　 O24 　　 a26
　　r／d
応力集中係数の 比較

第 4 表　 ク ヲ ン ク 腕の 最大 曲 げ 応力 （kg’mm2 ）
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第 14 図　ク ラ ン ク 腕 の 曲 げ 応 力 分布 （No ・　3−T

　　　　　ク ラ ン ク
，
Mt ＝ 2．4ton一皿 ）

　3・3　ス ミ肉部応 力 分布につ い て

　前節で述べ た よ うに ， ク ラ ン ク軸が ね じ り荷重を受 け る場合 ，
ス ミ肉部に 生 ず る最大せ ん断応力が最大 とな る

の は ク ラ ン ク軸中心面 とある角度をなす位置で あ る。これ は ク ラン ク腕に 曲げ モ ーメ ソ Fが加わ る ため で ・ ク ラ

ン ク ス ミ肉部 が軸平行部の ねじ りと腕の 曲げの 重な り合 つ た状態に あ るた め と考えられ る 。
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　 　 d ・e ◎45
°

　 OLO置，0璽 方向o 合庫力

　　6 冨
虚6鳥＋去5i” （1＋lin2e ，

　　6匚
■6 齢過

「垂6脚 （1−Ain2e｝

鉦　（h・去6蜘 q ＋ca32e，

　そ こで ス ミ肉部の応力分布の 傾 向を 知 るた め に 、

簡単 の た め 形状係数を 1 と し ， 第 15 図に 示すよ

うに ス ミ 肉 部が ク ラ ン ク軸平行部 の 純 粋 なね じ り．

と腕 の 曲げ との 単純な組合せ の 応力状態に あ る と

仮定し て ， Mt な るね じ りモ ーメ ン トを 加えた 場・

合 の 主応力の 大きさ．，方向お よ び最大せ ん 断応力

を求め る と次 の よ うに な る 。 すなわ ち，第 15 図

に 示すように記号を定め，角度は 左周 りを正 と し、

晒

　　　　　　　　　　　 第 15 図

（OIII）との なす角 α t は それぞれ次式で 与えられ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16Mt
　　　　

σ a ＝一
σ b ＝7n ＝

7 “

『

　　　　　　　 6Me　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 d
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・一 ・sin θ　 　 　 　 σ w θ　＝＝

　 　 　 　 　 　 　 b2・t　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b

と すれ ば，ね じ りと曲げ の 紐 合 せ に よ る主 応 力

a
’
lt，σ lt（C「

tt＞σ tt）ならびに
σ

重‘ と ク ラ ン ク軸方向
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と な る。一例と して ， No．5−T ク ラ ン ク に つ い て 上 式か ら計算 し た 主 応 力 な らび に 最大 せ ん 断応 力 と ひ ず み計 に

よ る実測値 とを 比較し て み る と第 16 図 の よ う

に な る。 最小主応力は すべ て負に な る が ， 図で

は便宜上絶対値 で 示 し た 。 上認 の 計算に は応力

集 中を考慮 し て い な い か ら実測値 とは 大 きさ が

異 な るが ， 曲線の 傾向は ほ ぼ相似形で あ る 。 最

大せ ん断応力が最大 と な る の は dT． ・ ・ tlde 　＝o

を 満足す る位置で 計算値で は ほ ぼ θ二土 55°

の

点で ， 実測結果 と大体
一致して い る 。

　実験を簡単にするた め こ こで は e＝＝土 45°

の

位置の 最大 せ ん断応 力 を も つ て 応力集中係数

ke を定義した が ，第16 図に み られ る よ うに 最

大値との 誤差は わ ずか で ある 。

　なお ， 各 ク ラ ン ク 相互間 の 比較をなす の に 便

宜上 θ＝ 0°

（ク ラ ン ク ピ ン ス ミ肉下側） の 位置

’90°
　

−6°°

　
’5び 　 0° 6SO

°
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°
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第 16 図　 ク ヲ ン ク ピ ン ス ミ 肉部応力分布 （No．5−T ク ラ

　　　　　 y ク
， 　磁 ＝＝ 3．6ton −m ）

の 応力集中係数 kt’

を用 い たが ，
　 kt と ktt と の 比を P とすれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　 kt　 てrmS − ）e＿± 鱒 。

P「 畝「 （。＿ ）、t、　。・

また P の 計算値を ρ亀
’
ζすれば，．

・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （7rt，aXt）ee ± lso
　　　　　　　　　　　　　　　　 Pt＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TTnsrt ）et．oo
・こ こ で rma − t は前記 （4 ）式 で 与え られ る 。

　第 5 表 は P と Pt の 値の 比較を示したもの で
，
　No．・2−T お よび No．3−T ク ラ

：ン ク で は P と Pt の 値は や や 異なる が そ の 他 の ク ラ ン ク で は 実測値 と 計算値とが

よ く
一

致 し て い る 。 ク ラ ン ク 腕の 寸法が 小 さくな る と P は 大きくな るが ， 実際
に 使用され る ク ラ ン ク 軸で は P・＝ 1．1−・1．2 とみ て よい 。

　以 上 ス ミ肉部 の 応力分布に つ い て 簡単な理論的考察を 加 え た が ， 実際セこは 腕 の

変形 は よ り複雑 で ， 正 確な解を 求め る こ とは 難 か し い。しか し ， 大よその 傾向を

知 る こ とが で きた と考え る 。

第 5表
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　　　　　　　　　　　　　　4．　 結　　　　　　言

　今 回 の 実験で は ， ク ラ ン ク 軸の 静的曲げ強度に お よぼ す ピン と ジ ヤ ー
ナ ル と の overlap の 影響 お よ び ク ラ ン ク

軸 の静的ね じ り強度 に つ い て 考察を行つ た が ， 得 られ た結果 の 主 な もの は 次の 通りで あ る 。

　（1 ） 腕 の 寸法が 同 じ ク ラ ン ク 軸 で は ，曲げに対する応力集中係数 は ビ ン とジ ヤ・・一ナ ル との overlap の 量 （S）
が 0 の 附近で 最大 と な り，正 （S＞0）， 負 （8〈0） い ずれ の 場合 もそ の 量 が 大 とな るに し た が つ て 応力集中係数

は 減少す る 。

　（2 ）　ク ラ ン ク 軸が ね じ り荷重 を受け る 場合に は ， ス ミ 肉部 の 最大せ ん断応力 は ク ラ ン ク軸中心面と約 50rの

位置に 生ずる 。

　（3 ） ね じりに よ る せ ん 断応力集中係数 （kt）は 曲げ応力集中係数よ りもい ち じる し く小さい 。

　（4 ）　ク ラ ン ク 腕 の 寸法 の 大きさを変えた 場合 の せ ん断応力集中係数の 変化 の 割合 は 曲げ応力集中係数の 場合

よ りも小さ く，曲げ の 場合 とは 逆に腕の 厚さ よ りも幅 の 方が 影響が 大きい 。

　（5 ）　ス ミ 肉半径が ス ミ 肉部 の せ ん 断応 力 集中係数に お よぼ す影響は 曲げ応力集中係数とほ ぼ 同じで ある 。

　以上第 1 報以降第 3報 に よ り，
1 ス ロ ーク ラン ク 軸 の 静的強度 （曲げ お よび ね じ り荷璽）に お よ ぼ す腕の 寸法 ，

ス ミ 肉半径 ， 軸受距離等 の 影響が明らか に された 。 特に ， 本実験 の 主 目的で あ る ク ラン ク 腕 の 寸法 の 影響に つ い

て は 従来概念的に の み 論ぜ られ て い た が ， よ り具体的に つ か め 得た と考え る 。

　しか し ， 実際機関で は 多ス ロ ・・一ク ラ ン ク 軸 で あ るた め ， ク ラ ン ク 軸 に発生する応力状態は 上記 の 影響 の 他に 各

軸受の影響が 入 り非常に 複雑な様相とな る 。 よ つ て，本実験 の 結果を 用 い て ， 次報に 多 ス ロ ーク ラン ク軸の応力
状況を解析 した い と 考え て い る。
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